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今年の夏は猛暑が続きましたが、皆様いかがお過ごしでしょ
うか？暑さの為、きぬの郷では室内で過ごすことが多くなって
いますが、その日の状況に合わせて個別や集団、またはグルー
プごとに分かれて活動を行っています。
そこで今回は夏祭りの行事に向けて行った活動を二つご紹介

させていただきます。一つ目はアンパンマン音頭の練習です。
「何がしたいですか？」とたずねると「盆踊り！」と即答した
り、座っているイスを見やすい方向に変えたり意欲的な利用者
様がいました。また、映像を流すとニコニコと笑顔になったり、
手拍子をしてリズムをとり楽しんでいる利用者様もいました。
二つ目はちょうちん制作です。紙を切る人、のりづけをする

人などみんなで分担しながらたくさん作り、室内に飾る事がで
きました。
これからも利用者様の笑顔がたくさん見られるような活動を

心がけていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い致し
ます。

介護福祉士 丸山美奈子

小集団活動～ふれあい遊びを通して～

最近の小集団活動でふれあい遊びをしました。利用者様とス
タッフが一対一で歌に合わせながら体や頬をなでたり、指でツン
ツンと体を刺激したり、手や足を回すなどしました。
目的は肌に触れることの触覚や歌を歌うことで聞こえる聴覚、手
や足を回す関節の感覚と言われる固有受容覚で感じてもらうこと
で、ご自身の体への気づきを感じてもらう為です。またスタッフ
との一対一の二者関係から、一緒に行っている他の利用者への意
識が向くことも（三者関係へのはじまり）目的としています。
Sさんは普段あまり自分からの動きは見られない方ですが、ふれ
あい遊びをするとまず左手が挙がって次に両手が動き目を大きく
して何かを感じている様子が見られました。Yさんは脇腹をなで
るとくすぐったい表情をしたり、目を大きくしていました。Iさ
んはポーカーフェイスな事が多いですが頬を丸くなでた時に表情
が緩んで口角が上がり笑顔が見られました。
このように体で感覚を感じる事で手足の動きが出たり、目が大

きくなったり、表情に変化が出たりします。
利用者様の成長の促進になること、具体的には運動機能が維持

出来ることや様々な感覚を感じること、認知面の向上や人間関係
の広がりなど利用者様にとって意味があることをしていきたいと
考えています。
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